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ー
シ
ョ
ン
会
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
利
活
用
が
図

ら
れ
、
ハ
チ
公
関
連
商
品
な
ど
新
た
な
物
産
品

の
開
発
に
も
結
び
付
い
て
い
ま
す
。

今
年(

平
成
21
年)

は
、
ハ
チ
公
効
果
を
追
い

風
に「
観
光
元
年
」
と
も
い
う
べ
き
年
と
な
り
、

こ
の
流
れ
を
一
過
性
に
す
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、

現
在
策
定
中
の
大
館
市
観
光
基
本
計
画
の
中
に

施
策
と
し
て
位
置
付
け
て
い
き
ま
す
。

扇
田
地
区
米
代
川
河
川

緑
地
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン

扇
田
地
区
米
代
川
河
川
緑
地
は
、
基
盤
施
設

の
園
路
や
広
場
、
駐
車
場
な
ど
が
完
成
し
た
た

め
、
11
月
８
日
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
河
川
緑
地
は
、
19
年
度
か
ら
国
土
交
通

省
と
本
市
が
整
備
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
住

民
の
健
康
増
進
や
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
ほ

か
、
米
代
川
の
防
災
対
策
の
強
化
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
市
が
担
当
す
る
ト
イ
レ
、
ベ
ン
チ

な
ど
の
整
備
を
本
年
度
中
に
行
い
、
完
了
後
は
、

地
元
で
構
成
す
る「
比
内
米
代
川
公
園
管
理
組

合
」
と
、
国
、
市
が
協
働
で
維
持
管
理
す
る
計

画
で
す
。

弘
前
大
学
専
門
医
養
成
病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
関
す
る
協
定
の
締
結

11
月
17
日
、
弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

と
弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
市
立
総
合
病

院
の
三
者
間
で「
弘
前
大
学
専
門
医
養
成
病
院

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
医
師
免
許
を
取
得

し
て
３
年
目
以
降
の
医
師
を
対
象
に
、
専
門
医

と
し
て
認
定
を
受
け
る
た
め
の
専
門
研
修
を
弘

前
大
学
が
自
治
体
病
院
な
ど
と
連
携
し
て
行
う

も
の
で
、
地
域
循
環
型
の
医
師
養
成
体
制
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。

弘
前
大
学
と
の
間
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
医
師

の
派
遣
や
医
学
部
学
生
の
実
習
、
臨
床
研
修
医

の
受
け
入
れ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
連
携
、

協
力
を
し
、
地
域
医
療
の
発
展
と
人
材
育
成
に

努
め
て
き
ま
し
た
の
で
、
連
携
が
さ
ら
に
強
化

さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
若
手
や
中
堅
医
師
の
育
成
と
、
総
合

病
院
全
体
の
医
療
の
質
的
向
上
が
図
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
研
修
医
に
は
魅
力
あ
る
病
院
と
な
り
、

将
来
的
に
は
医
師
不
足
の
解
消
に
も
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

(

仮
称)

秋
田
三
鶏
記
念
館
の

建
設
進
捗
状
況
と
運
営
方
針

７
月
に
建
設
工
事
に
着
手
し
た(

仮
称)

秋
田

三
鶏
記
念
館
の
建
設
事
業
は
、
進
捗
率
が
80
％

で
来
年
１
月
末
の
完
成
に
向
け
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。

建
設
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
や
関
係
団
体
か

ら
４
７
５
万
円
の
寄
附
が
あ
り
、
深
く
感
謝
し

ま
す
。

現
在
、
秋
田
三
鶏
の
ふ
化
・
育
雛

い
く
す
う

は
危
機
的

な
状
況
に
あ
り
、
記
念
館
の
完
成
後
は「
種
の
保

存
・
継
承
」
を
第
一
と
し
、
ふ
化
・
育
雛
事
業

は
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
三
鶏
保
存
会
に
お

願
い
し
て
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験
を
存
分
に

発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
振
興
と
し
て
の
位
置
付
け
も
踏

ま
え
、
運
営
審
議
会
を
立
ち
上
げ
て
秋
田
三
鶏

の
飼
育
や
展
示
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

公
共
事
業
の
進
捗
状
況

道
路
関
連
で
は
、
地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付

金
事
業
の
用
地
測
量
と
補
償
調
査
が
ほ
ぼ
完
了

し
、
二
井
田
片
貝
沼
田
線
の
橋
の
下
部
工
、
赤

坂
下
比
立
内
線
の
道
路
改
良
工
事
な
ど
は
進
捗

率
40
％
で
す
。

舗
装
補
修
工
事
は
、
岩
本
線
ほ
か
25
工
区
で

進
捗
率
は
50
％
、
扇
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

は
、
市
道
改
良
工
事
や
公
園
改
修
工
事
等
が
順

調
に
進
み
、
進
捗
率
は
繰
り
越
し
分
も
含
め

95
％
で
す
。

桂
城
公
園
改
修
事
業
は
、
サ
ー
ク
ル
ベ
ン
チ

や
桂
城
橋
の
改
修
工
事
等
を
し
て
い
て
、
11
月

に
発
注
し
た
小
柄
沢
墓
園
拡
張
工
事
と
と
も
に

年
度
内
に
完
了
の
予
定
で
す
。

教
育
関
連
で
は
、
学
校
耐
震
対
策
事
業
と
し

て
比
内
中
学
校
耐
震
補
強
工
事
を
発
注
し
、
進

捗
率
は
80
％
で
１

月
に
完
了
の
予
定

で
す
。
ま
た
、
長

根
山
陸
上
競
技
場

第
２
種
公
認
更
新

工
事
は
９
月
に
発

注
し
、
進
捗
率
は

80
％
で
す
。

農
業
集
落
排
水

事
業
は
、
独
鈷
中
野
地
区
で
路
面
復
旧
工
事
、

管
路
布
設
工
事
な
ど
が
、
進
捗
率
60
％
で
す
。

水
道
事
業
で
は
、
森
合
老
朽
管
更
新
工
事
が

98
％
、
柄
沢
字
狐
台
地
内
の
配
水
管
布
設
替
工

事
が
95
％
の
進
捗
率
で
す
。

下
水
道
事
業
は
、
田
代
地
域
の
赤
川
、
比
内

地
域
の
下
味
噌
内
、
大
館
地
域
の
清
水
一
丁

目
、
中
道
一
丁
目
ほ
か
で
本
管
埋
設
工
事
を
し

て
い
て
、
進
捗
率
は
平
均
で
55
％
で
す
。

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
向
け
て

高
校
生
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
が
、
平
成
23
年
度
に
秋

田
県
・
青
森
県
・
岩
手
県
の
３
県
合
同
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
高
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
女
子
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
参

加
規
模
は
、
団
体
48
チ
ー
ム
、
個
人
３
２
０
組
、

人
数
に
し
て
選
手
７
８
０
人
、
監
督
・
コ
ー
チ

２
７
０
人
、
合
計
１
０
５
０
人
の
見
込
み
で
す
。

市
で
は
11
月
19
日
に
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、

今
後
、
専
門
委
員
会
や
実
施
本
部
な
ど
を
組
織

し
て
、
大
会
の
成
功
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
報
告

・
敬
老
事
業

・
第
１
回
学
校
緑
化
事
業
の
実
施

・
秋
ま
つ
り
行
事
等

・「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
館
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
及
び「
御
成

町
二
丁
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
」
の
オ
ー

プ
ン

・
秋
田
県
北
部
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の

移
転
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やや不良となった水稲 
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